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論　文　の　内　容　の　要　旨

　アフリカにおける経済問題でもっとも深刻な問題は貧困問題である。本論文は，アフリカにおける貧困問

題，特に農村の貧困問題を分析した論文である。今までの貧困問題に対するアプローチでは，主として所得

や消費などによって定義された貧困指標を用いたが，本論文では資産のデータを用いて，（�）所得または消

費のデータよりも資産のデータを用いて農村の貧困問題を動的に分析する，（2）離散型のデータを用いて貧

困動学を解明する，および（3）農村の家計の生計と資産との関係を解明することを研究目的とする。

　分析対象地域はアフリカのジンバブウェとナイジェリアの農村コミュニティーである。まず，貧困の推移

を構造的なものおよび確率的なものに区別した。この区別により家計の特徴が明確になり，貧困緩和プログ

ラムの識別が容易になった。ジンバブウェでは，農村家計の 284 個のパネルデータを，ナイジェリアの場合

は �990 年，99 年，2003 年の人口およびヘルス・サーベイデータと農村のクロスセクション・データを統合

した準パネルデータを用いた。

　ジンバブウェの農村家計のケースでは，284 個のパネルデータを利用したノン・パラメトリック分析を行

い，その推定結果から，農村家計の資産は富の蓄積の機会と経路依存的である，言い換えれば，現在の富は

過去の富によって予測可能である，ということ明らかにした。このことは，低水準の資産の家計は来期にお

いてもなお貧困に陥る可能性があるということを意味する。

　一方，ナイジェリアの場合には，潜在的な富モデルを倹約的なデータから資産分布を回復させるために発

展させた。このモデルは，測定誤差をコントロールするために準パネル枠組みに資産ベースの貧困動学モデ

ルを適合させたモデルである。さらに，貧困は生計と緊密にリンクしているので，資産と生計とのリンケー

ジを考慮し，サーベイデータを用いて東部ナイジェリアの農村の貧困問題をも分析した。これらのナイジェ

リアの準パネルデータを用いた計量モデルの分析結果から，貧困はナイジェリアの北部地域に集中し，富の

不平等もこの地域に特に著しい，ということが明らかになった。

　さらに，構造的および確率的次元にしたがって，貧困推移の分解を行うことにより，貧困削減プログラム
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のターゲティング（目標）に対して正しい政策的な含意をもたらすことが明らかになった。開発援助におい

てしばしば生じるリンケージ（漏出）の問題に対してこの方法を用いることにより，援助は真の貧困者に便

益を与えるのであるが，貧困削減政策は真の，期待される便益を受ける者をクラウド・アウトし，非貧困者

やグループを益することがわかった。このように，本研究で提示したモデルを利用することにより貧困削減

援助の改善方法の提示やアフリカにおける貧困の解決に対する新しい方策を提示することが可能になる。

　以上を要約すると，本論文はアフリカにおける農村の貧困問題を農村のパネルデータを用いて分析した極

めて水準の高い論文である。特にジンバブウェおよびナイジェリアにおける農村家計のパネルデータを活用

し，（�）所得または消費のデータよりも資産のデータを用いて農村の貧困問題を動的に分析した，（2）離散

型のデータを用いて貧困動学を解明すると共に，（3）農村の家計の生計と資産との関係を分析したところが

優れた点であり，アフリカにおける農村の貧困問題解決に向けて示唆を与える論文である。

審　査　の　結　果　の　要　旨

　アフリカにおける農村の貧困問題を農村のパネルデータを用いて分析した極めて水準の高い論文である。

本論文は，パネル分析の計量手法をジンバブウェおよびナイジェリアの農村貧困問題に適応した初めての論

文である。その適応分析の結果から，アフリカにおける貧困の解決に対する新しい方策を提示することが可

能となった。

　本論文の理論性，そして実証分析の方法論に関して学術的意義は大きい。申請者の本論文に対する研究構

想力，目的を達成するための仮説の設定，実証モデルとモデルの分析結果，および研究成果のオリジナリティ

は博士の学位を与えるに相応しい高い学術水準に達している。

　よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




